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本年度の地区組合員協議会は、１ 月15日（火）の
上川地区を皮切りに １ 月25日（金）までの間に10地
区で組合員172名、関係団体17名、合計189名の出
席を得て開催し、多くの貴重な意見をいただきま
した。組合では頂戴した意見を業務に反映させ、
適正な事業運営に努めて参りますので皆様方のよ
り一層のご協力をお願いいたします。

開催された各地区協議会には、山口組合長はじ
め小椋副組合長、齋藤専務、地元役員の他、理事・
監事の方々が出席するとともに、千葉参事ほか担
当部長が出席して説明協議いたしましたのでその
概要を報告いたします。
開会挨拶

平成最後の年がスタートしたわけですが、今年
は酪農界にとって今まで以上に大きな転換期の年
になるのではないでしょうか。

わが国の農業を取りまく国際環境の変化ですが、
TPP11が昨年12月30に発効になり、日EU・EPA協
定についても ２ 月に発効することが決定されまし
た。すでにTPP11以上にチーズなどで譲歩してお
り道内酪農家にとってダブルパンチとなることか

ら、更なる生産基盤の強化と生産コストの削減な
ど国際化に向けた対応と政府施策の一層の充実を
望むところであります。

一方、道内の酪農情勢につきましては、昨年「北
海道胆振東部地震」が発生し酪農家の皆様も甚大
な被害に遭われ、予定しておりました第17回北海
道総合畜産共進会「乳用牛部門」の開催は中止と
決定されましたが、本共進会は今年にそのままス
ライドして開催することが決定しております。

このような中で、当組合の基幹事業であります
登録事業並びに市場流通事業の11月末の実施状況
につきましては、昨年に引き続き性選別精液の利
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用増加に伴う登録頭数の増加と個体価格の高値に
支えられ、組合の収支状況は極めて順調に推移し
ているところであります。

さて、当組合は昭和23年に設立し昨年 ８ 月で70
周年を迎えております。設立当時と比較すると酪
農状勢は大きく変わっておりますが、乳牛改良の
基礎となるものは何ら変わるものではありません。
そのひとつである登録業務を担う組合としては、
引き続き登録データを活用した中で効率的な酪農
経営の支援とゲノミック評価で得られた個々の遺
伝子を利用した乳牛改良が一層重要となってきお
り、組合としてもこのSPN検査の普及推進に努め
てまいる所存であります。

さて、本日開催の地区協議会の議題は今年度の
事業実施状況報告とともに、新年度における事業
計画骨子、更には子会社が建設する新組合事務所
の建設に伴う組合としての費用について、のちほ
ど詳しく説明いたしますのでご承認賜りますよう
宜しく願いいたします。

また、今年は農協の役員任期満了による改選の
年であります。更に、「北海道ホルスタイン協会」
の役員改選も同時となっております。

今年の地区組合員協議会は前段でお話した建物
の関係から例年より二週間ほど早く開催しており
ますが、それぞれ地区推薦の役員がお決まりであ
れば、ご報告をいただきたいと存じます。

最後に、今年の通常総会は ５ 月29日 水曜日 午
後 １ 時 から「共済ホール」で開催予定しています
が、併せて設立70周年記念式典の行事も計画して
おりますので、大変お忙しい時期とは思いますが

一人でも多くの組合員の皆様方がご出席くださる
よう「切に」お願い申し上げます。

本年が皆様にとりまして充実した １ 年となりま
すようご祈念申し上げ、開会の挨拶といたします。
協議会の次第

議長には地元の役員の方々がそれぞれ就任して
議事を進める中、事務局から報告事項の説明と協
議事項が提案され各々の説明の後、質疑が行われ
ました。
【報告事項】

⑴� �平成30年度事業実施状況並びに収支報告に
ついて

【協議事項】
⑴ �平成31度事業計画骨子（案）について
⑵� �第17回北海道総合畜産共進会『乳用牛部門』

開催要領（案）等について
⑶ �乳牛改良奨励要項の見直しについて
⑷� �2019ゴールデンナショナルセール開催要領

（案）について
⑸� �組合事務所の建設計画並びに経費について
〇�任期満了に伴う当該地区次期役員候補者につ
いて
〇�（一社）北海道ホルスタイン協会役員任期満了
に伴う当該地区次期役員候補者について

【質疑応答】
組合員の皆様から多くの意見・要望が出され、組

合長をはじめ専務、参事、各担当部長から回答す
るなど協議いたしました。

質疑の概要等につきましては、当通信 ５ 月号に
掲載する予定としております。

□ 平成31年度 主な行事予定 □
第73回通常総会
設立70周年記念式典 ５ 月29日（水） 共済ホール　

札幌市中央区北 ４ 条西 １丁目共済ビル

2019年北海道B＆Wショウ ５ 月25日（土）・26日（日） 北海道ホルスタイン共進会場（安平町）

第17回北海道総合畜産共進会
「乳用牛部門」 ９ 月28日（土）・29日（日） 北海道ホルスタイン共進会場（安平町）

組合員女性研修会 11月中旬予定（ １ 泊 ２ 日） 札幌近郊牧場視察等

カナダ酪農視察研修 11月中旬予定（ ５ 泊 ７ 日） ローヤルウインターフェア見学・牧場視察
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お知らせ！ 『乳牛改良奨励表彰要項』の改正

乳牛改良奨励表彰要項

本要項は牛群審査および牛群検定の普及奨励を
目的として昭和61年に制定され、その後様々な改
良状況に応じて生涯乳量優秀牛やNTP優秀牛など
を基準に加えながら幾度かの改正を重ねてまいり
ました。

近年は離農が一向に減らない状況の中、飼養形
態の変化や飼養頭数の増加とともに牛群審査およ
び牛群検定の受検農家の減少がみられ、その普及
対策として平成29年度の後期日程より「牛群審査
基本申込・ １ クール ４ 回制」に変更して事業推進
をしております。

組合ではこの変更に伴い必要となった基準の改
正に合わせて、総合成績優秀牛群の表彰をこれま

での ４ 戸から10戸以内とし、より多くの受検農家
の改良努力を評価するよう「乳牛改良奨励表彰要
項」として改正することが理事会で承認されまし
たので、その内容をお知らせいたします。

　　主な改正の要点は下記のとおり

1 ．名称の変更
　　乳牛改良奨励表彰要項	 　【改正前】 乳牛改良奨励要項
　　総合成績優秀牛群　　	 　【改正前】 総合優秀牛群
　　審査成績優秀牛群　　	 　【改正前】 体型優秀牛群
　　検定成績優秀牛群　　	 　【改正前】 能力優秀牛群

2 ．総合成績優秀牛群の選考方法と表彰戸数の見直し
⑴� 体型偏差値と乳量、乳脂量および無脂固形分量の各偏差値の平均値を合算し数値の高いもの。

体型偏差値＋ [ 乳量偏差値 ＋ 乳脂量偏差値 ＋ 無脂固形分量偏差値 ]３
　　　【改正前】体型と能力が優秀と認められた牛群。
⑵� 表彰対象戸数は10戸以内とし、牛群規模別の実施戸数比率に基づき按分する。
　　　【改正前】表彰は、牛群規模の区分（ ４ つの階層）ごと １ 戸とする。
⑶� 審査成績証明頭数が検定成績証明頭数の50％以上であること。
　　　【新　規】�牛群規模の区分は審査成績証明頭数で設定しているが、実牛群規模との乖離を防ぐため

下限を設定する。

3 ．審査成績優秀牛群における審査成績の基準変更
⑴� �表彰基準となる審査成績は「牛群審査基本申込」とし、牛群特別、普及奨励の各審査成績は対象とし

ない。牛群審査基本申込において、１ クール ４ 回制（ ９ ヶ月間）となり初回受検から ６ ヶ月経過し、産
次の変わったものは同一クールで再審査ができ、連続し基本申込での受検するケースが増えている。

⑵� �表彰対象となる年度は、牛群審査基本申込の最終となる ４ 回目実施および当該期間（ ４ 回目実施相当の
期間）が終了した年度として当該期間の審査成績を対象とする。なお、体型調査等の補助事業が同時に
実施された場合はその審査成績も含める。
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お知らせ！ 『乳牛改良奨励表彰要項』の改正

乳牛改良奨励表彰要項

第 １ �　この要項はホルスタイン種牛の改良による酪農
経営の安定を図るため、牛群の審査、検定の普及奨
励することを目的とし、以下に該当するものの中か
ら優秀な牛群および個体牛について表彰する。

第 ２� 　牛群の表彰は、総合成績優秀牛群、審査成績優
秀牛群ならびに検定成績優秀牛群を、次の条件によ
り行う。

　 １ ．牛群規模の区分	1 0～24 頭
			   25～39 頭
			4   0～59 頭
			   60頭以上
　 ２ ．総合成績優秀牛群
　　⑴�体型偏差値と乳量、乳脂量および無脂固形分量の

各偏差値の平均値を合算し高いものを表彰する。
　　⑵�表彰は10戸以内とし、牛群規模別の実施戸数比率

に基づき按分する。
　　⑶�これに表彰された牛群は、審査成績および検定成

績優秀牛群の対象としない。
　　⑷�審査成績証明頭数が検定成績証明頭数の50％以

上であること。
　 ３ ．審査成績優秀牛群
　　⑴�当該年度に牛群審査基本申込により実施され、５

歳未満の経産牛80％以上が証明された牛群を次
により対象とする。

　　　①�表彰の対象は、当該年度において牛群ごとの審
査成績証明が終了したもの。なお、体型調査等
の補助事業が同時に実施した場合はその成績
も対象とする。

　　　②�牛群特別、普及奨励の各審査成績は対象としな
い。

　　⑵�表彰は10戸以内とし、牛群規模別の実施戸数比率
に基づき按分し牛群規模別に平均体型偏差値の
高いものより表彰牛群とする。ただし、体型偏差
値が同じ場合は初産牛の受検比率の高い牛群と
する。

　 ４ ．検定成績優秀牛群
　　⑴�当該年度に牛群ごとの検定成績証明された検定

日数が240日以上365日までの成績を対象とする。
ただし、同一牛が ２ 回以上の検定成績証明をもっ
ている時は、乳量偏差値・乳脂量偏差値・無脂固
形分量偏差値の合算値の高い方を対象とする。

　　⑵�表彰は10戸以内とし、牛群規模別の実施戸数比率
に基づき按分する。牛群規模別の乳量、乳脂量お
よび無脂固形分量の各偏差値平均値を合算し、そ
の値が高いものより表彰牛群を決定する。

第 ３� 　個体牛の表彰は、当該年度において審査成績およ
び検定成績証明されているものの中から次の条件

により行う。
　 １ ．年型区分
　　⑴�年型の審査区分は、審査時年齢、検定にあっては

分娩時年齢とする。
　　　 ２ 年型　　　 2 歳 ６ ヵ月未満のもの
　　　 ２ 年半型　　 2 歳 ６ ヵ月以上 ３ 歳未満のもの
　　　 ３ 年型　　　 3 歳以上 ３ 歳 ６ ヵ月未満のもの
　　　 ３ 年半型　　 3 歳 ６ ヵ月以上 ４ 歳未満のもの
　　　 ４ 年型　　　 4 歳以上 ４ 歳 ６ ヵ月未満のもの
　　　 ４ 年半型　　 4 歳 ６ ヵ月以上 ５ 歳未満のもの
　　　 ５ 年型　　　 5 歳以上 ５ 歳 ６ ヵ月未満のもの
　　　成年型　　　 ５ 歳 ６ ヶ月以上のもの
　 ２ ．審査成績優秀牛
　　⑴�当該年度において各年型の最高得点牛とする。た

だし、同一牛が同一年型で同一得点の場合は、偏
差値が高い審査得点を対象とする。

　 ３ ．検定成績優秀牛
　　⑴�最高記録更新牛
　　　�２ 回搾乳における10ヵ月および １ 年検定の各年

型乳量、乳脂量の最高記録更新牛。
　　⑵�当該年度成績第 １ 位牛
　　　�10ヵ月検定の ２ 回搾乳における各年型乳量偏差

値と乳脂量偏差値、無脂固形分量偏差値の合算
値の第 １ 位牛。ただし、２ 回搾乳以上の多回搾乳
による成績比較は、日本ホルスタイン登録協会制
定の換算係数を用いる。

　　⑶�生涯乳量優秀牛
　　　①�当該年度に検定成績証明のもので、生涯乳量が

100,000㎏以上の牛。
　　　②�当該年度に検定成績証明のもので、生涯乳量が

130,000㎏以上の牛。
　　　③�当該年度に検定成績証明のもので、生涯乳量が

150,000㎏以上の牛。
　　　④�同一牛の表彰は １ 回限りとする。
第 ４ 　総合指数（NTP）優秀雌牛
　 １ �．当該年度において公表された総合指数第 １ 位の雌

牛を、次の条件により表彰する。
　　⑴�道内において飼養されている雌牛。
　　⑵�当該年度に公表された評価値で、それぞれ道内 １

位のもの。ただし、同一牛が ２ 回以上 １ 位に評価
された場合は、最も早い時期の公表を表彰の対象
とし、重複した時の評価順位の繰上げはしない。

第 ５ 　その他
　 １ �．上記要項に定めないことは、必要に応じて組合長

が定める。
� 平成31年 ４ 月 １ 日改正
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◆◇３月中旬より農協のホームページでも取得できます◇◆

自動登録同時SNP検査の遺伝情報をWeb化

自動登録同時SNP検査（以下、同時SNPという）
を実施している農家が遺伝情報をWebでも見たい
という要望におこたえして、平成31年 ３ 月から組
合ホームページでも遺伝情報の一部が見られるよ
うになります。

自動登録同時SNP検査とは
未経産牛のSNP検査は、平成25年から申し込み

を開始していますが、徐々にSNP検査を実施する
月齢が早くなり、最近では生後 ２〜３   ヵ月齢に
SNP検査を終了させる傾向が顕著になってきまし
た。このことは子牛が生まれたらできるだけ早く
SNP検査を行い、遺伝的能力を把握したいという
酪農家の要望を示唆するものであり、平成28年 ４
月から同時SNPの受付を開始するきっかけとなり
ました。

同時SNPは、生まれてきたすべての子牛を対象
により早い時期にSNP検査を行い、ゲノミック評
価結果を酪農家に戻すシステムです。同時SNPの
申込は牛群として最初の一度だけで、その後は血
統登録証明書と共に毛根採取に必要な毛根採取
キット（ビニール袋や試料送付書等）が自動的に届
きますので、それを利用して登録委員と一緒に毛
根を採取してください。毛根を早く採取してSNP
検査をすれば、それだけ早くゲノミック評価結果
を受け取ることができます。自動登録と同時に

SNP検査の自動受付を行うことで登録協会は事務
の合理化を図ることができ、その結果として同時
SNPは血統登録証明書の証明料金を半額に引き下
げることといたしました。SNP検査の料金を安くす
ることはできませんが、同時SNPの実施により検
査頭数が増加しますので、血統登録証明書の半額
割引は酪農家の負担軽減に役立つと思っていま
す。同時SNPを実施している農家でも、alic事業等
の補助事業によるSNP検査も併用できますので、
これらを上手に利用しながら牛群内のすべての育
成子牛をSNP検査して牛群改良に役立ててくださ
い。

遺伝情報をWeb化して使いやすく
同時SNPの狙いは、牛群内のすべての子牛を

SNP検査することで、育成牛に交配する種雄牛の
選定や選抜淘汰に役立ててもらうことです。子牛
のSNP検査は、若い世代の遺伝改良の状況を把握
できます。日ホ北海道支局では、平成30年 ３ 月から
同時SNPの遺伝情報を年 ２ 回（ ３ 月と ８ 月）提供
しています。この遺伝情報は、経産牛と未経産牛
の遺伝評価結果に基づき牛群の改良状況を視覚的
に捉えることができるビジュアルな情報です。

そして、平成31年 ３ 月からこのビジュアルな情
報の一部をWeb上で手軽に見ることができるよう
になります。図 １ には ３ 月開示予定の「未経産牛
GNTPの牛群内分布と供用種雄牛による区分」と
いう情報の画面を示しました。同時SNPでは、alic
事業で実施したものも含めすべての未経産牛がゲ
ノミック評価されます。この遺伝情報は、未経産牛
のGNTPの分布に基づき牛群内のすべての未経産
牛を ４ つのグループに分類し、供用種雄牛を選定
する際の参考にしてもらうことを目的にしていま
す。

供用種雄牛選定の参考に
例えば、牛群内のGNTP上位50％のグループに図 1 . 未経産牛GNTPの牛群内分布と供用種雄牛による区分
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分類される未経産牛は、遺伝的に優れたグループ
であり、性選別精液（X精液）で確実に娘牛を確保
し、牛群更新に必要な雌牛の確保に役立ててくだ
さい。その中でも上位 ５ ％は特に牛群の遺伝改良
に貢献できるグループなので、経営的に余裕があ
れば採卵を行い、娘牛を多く生産することも検討
してください。

一方、下位50％はGNTPが平均よりも低いグ
ループです。性選別精液は通常の精液と比較して
高額ですから、公共団体等からの助成がなければ
手ごろな金額の通常精液を供用しても構わないグ
ル ープ で す。
雌牛が生まれ
れば牛群更新
や個体販売に
利用できます
し、雄牛が生
まれた場合で
も初生トクと
して収益が得
られます。下
位50 ％ の 内、
さら に そ の１
／３に 当 た る
下 位 の17 ％
は、牛群の中
でも遺伝的能
力が非常に低
いグループに

なるので、更新雌牛に余裕がある
ようでしたら、娘牛を残さないよ
うに工夫することをお勧めします。
最も簡単な対策は、下位17％に含
まれる雌牛を個体販売等で淘汰す
ることですが、和牛との交雑や受
精卵移植により娘牛を生産しない
ようにすることも、牛群の遺伝改
良には効果があります。娘牛を生
産しないのであれば、上位 ５ ％の
雌牛から得られた受精卵を移植
し、レセピアント（受卵牛）として
の活用方法も考えられます。いず
れにしろ、図 １ のような分布図を
見れば、一目瞭然で育成牛の繁殖

方法を選択することができます。これに組合の交
配相談システムを組み合わせれば、さらに改良速
度を向上させることができます。

ワンクリックで、詳細情報も
新しく開示するWeb情報の利点は、図 １ の情報

に表示された拡大 ４ 桁番号にマウスポインターを
当ててクリックすると、その雌牛の詳細情報がす
ぐに見られることです。例えば、上位 ５ ％のグルー
プに含まれる拡大 ４ 桁「2305」にマウスポインター
を当ててクリックしてください。そうすると、図 ２
のように詳細な「雌牛遺伝評価情報」を見ることが
できます。この情報には名号や生年月日、さらに両
親の登録番号が表示されているので、個体識別も
容易になります。

また、GNTP以外のゲノミック評価結果もカニグ
ラフでビジュアルに確認できます。ゲノミック評価
結果は ３ つのグループに分けられ、上から泌乳能
力、耐久性（体型）および疾病繁殖性に関係する
形質がそれぞれ表示されます。例えば、上段のグ
ループの棒線グラフが右側に寄っていれば、泌乳
能力が高い牛であることがわかります。

同時SNP農家の情報開示は ３ 月中旬を予定して
いますが、詳細な日程についてはホームページの
掲示を見てください。また、遺伝情報に掲載された
その他の情報については順次Web上で見ることが
できるようにする予定です。� （登録部長：河原）

図 2 . 雌牛遺伝評価情報（カニグラフですべ
てのゲノミック評価を見ることができる）
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検定成績証明がデータ化されて利用できます

平成31年4月から申込開始

すでに １ 月号でお知らせしております検定成績
証明書をWeb化して発行するライアスシステムの
稼働がいよいよ来月に迫ってきました。日本ホルス
タイン登録協会北海道支局では平成31年度の「牛
群ごとの検定成績」申込みの受付を、例年通り ４
月 １ 日から ６ 月中旬（第 １ 四半期の終了まで）の間
行います。

これまで申込みいただいていた方はもちろん、
証明書が多すぎて管理できなくなっていた方も　
改良の成果やその軌跡を残していくためにも、こ
の機会に検討ください。地元JAやNOSAIなどの登
録取扱団体を経由して申込みくださいますよう宜
しくお願いします。
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平成31年度 体型審査日程表
� 年 ４ 回実施
地区 班 日程 Ａ日程 Ｂ日程 市町村　及び　団体名

石　狩
空　知

前期 5 / 8 ～ 5 /17 7 /17～ 7 /26 全  管  内後期 10/21～10/31 1 /28～ 2 / 7

上　川 前期 4 / 8 ～ 4 /20 7 / 2 ～ 7 /12 全  管  内後期 10/ 7 ～10/18 1 /13～ 1 /24
後　志

渡島・桧山
前期 4 / 8 ～ 4 /20 7 / 2 ～ 7 /12 全  管  内後期 10/ 7 ～10/18 1 /13～ 1 /24

胆　振
日　高

前期 6 / 3 ～ 6 /14 8 /19～ 8 /30 全  管  内後期 11/ 6 ～11/15 2 /12～ 2 /21

十　勝

1 前期 4 / 8 ～ 4 /20 7 / 2 ～ 7 /12 新得　清水　芽室後期 10/ 7 ～10/18 1 /13～ 1 /24

2 前期 5 / 8 ～ 5 /17 7 /17～ 7 /26 豊頃　浦幌　本別　足寄　陸別後期 10/21～10/31 1 /28～ 2 / 7

3 前期 4 / 8 ～ 4 /20 7 / 2 ～ 7 /12 鹿追　士幌　上士幌後期 10/ 7 ～10/18 1 /13～ 1 /24

4 前期 6 /18～ 6 /28 9 / 3 ～ 9 /13 中札内　更別　大樹　広尾　忠類後期 11/25～12/ 6 2 /25～ 3 / 6

5 前期 6 / 3 ～ 6 /14 8 /19～ 8 /30 帯広　川西　大正　音更　木野　高島
池田　幕別　札内後期 11/ 6 ～11/15 2 /12～ 2 /21

釧　路
1 前期 6 /18～ 6 /28 9 / 3 ～ 9 /13 標茶　浜中　厚岸後期 11/25～12/ 6 2 /25～ 3 / 6

2 前期 5 / 8 ～ 5 /17 7 /17～ 7 /26 釧路　阿寒　鶴居　幌呂　白糠　音別
弟子屈後期 10/21～10/31 1 /28～ 2 / 7

根　室

1 前期 6 / 3 ～ 6 /14 8 /19～ 8 /30 根室　別海　西春別後期 11/ 6 ～11/15 2 /12～ 2 /21

2 前期 5 / 8 ～ 5 /17 7 /17～ 7 /26 中標津　計根別後期 10/21～10/31 1 /28～ 2 / 7

3 前期 6 /18～ 6 /28 9 / 3 ～ 9 /13 標津　上春別　中春別　計根別（一部）後期 11/25～12/ 6 2 /25～ 3 / 6

網　走

1 前期 4 / 8 ～ 4 /20 7 / 2 ～ 7 /12 遠軽　上湧別　佐呂間　網走　常呂　東藻琴
斜里　小清水　清里　女満別　美幌後期 10/ 7 ～10/18 1 /13～ 1 /24

2 前期 6 / 3 ～ 6 /14 8 /19～ 8 /30 紋別　雄武　興部　滝上　西興部
湧別　※前期A日程：湧別別班対応後期 11/ 6 ～11/15 2 /12～ 2 /21

3 前期 6 /18～ 6 /28 9 / 3 ～ 9 /13 北見　相内　上常呂　置戸　訓子府
端野　留辺蘂　温根湯　津別後期 11/25～12/ 6 2 /25～ 3 / 6

宗　谷 前期 6 / 3 ～ 6 /14 8 /19～ 8 /30 全  管  内後期 11/ 6 ～11/15 2 /12～ 2 /21

留　萌 前期 6 /18～ 6 /28 9 / 3 ～ 9 /13 全  管  内後期 11/25～12/ 6 2 /25～ 3 / 6
	 基本申込・初回の受検時期＊＊＊＊＊＊ ２ 回目以降受検可能時期
		  前年度後期A日程　―――――	 今年度前期A・B日程
		  　〃　後期B日程　―――――	 今年度前期A・B日程・後期A日程
		  今年度前期A日程　―――――	 今年度前期B日程・後期A・B日程
		  　〃　前期B日程　―――――	 今年度後期A・B日程・次年度前期A日程
		  　〃　後期A日程　―――――	 今年度後期B日程・次年度前期A・B日程
		  　〃　後期B日程　―――――	 次年度前期A・B日程・次年度後期A日程
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ホルスタイン通信� 平成31年 3 月 １ 日発行　第三種郵便物認可（月 １ 回 1 日発行）

　私、現在5?歳（寅年生れ）の男性職員で、組合に
奉職し11年目になるところです。宮城県の山奥に生
まれて小学 ３ 年生から「牛のショウ」に目覚め兄と
一緒に学校を休んでショウ三昧でした。当時は、大
人の見様見まねで牛をリードしビリであったこと
を未だに鮮明に覚えておりますし、小学生の頃から
マガジン誌やデーリィマン誌を学校に持参し教科
書を読む時間より酪農雑誌を読んでいた時間が長
かった記憶があり、各雑誌の写真ジャッジコンテス
トに応募するのが楽しい「牛少年」でした。
　そんな私ですがこの11年を振返ると濃縮された
日々を過ごさせていただきました。10年間は体型審
査委員を務めさせていただき沢山の素晴らしい牛
達との出会いがあり、何よりも良い牛を見た時は

「審査委員も人間」ですから感動は顔にも声にもで
ます（^^♪（笑）。私は、酪農家さんとの会話が楽し
く審査が終わり牧場の事務所でコーヒーをいただ
き酪農家さんの「将来構想」とか「牛談議」＆バ
カ話に花を咲かせ盛り上り次の酪農家さんに行く
時間が遅れた事も。“すみませんでした” そんな時
間を過ごす審査に出た二週間はあっという間の

日々であります。職務上、今では牛を見るのは夜中
の「夢の中」になりました（笑い）。
　もう ４ 年前になりますが、10年振りの最大イベン
ト第14回全共北海道大会が開催され大変盛り上が
りましたが、北海道らしく吹雪で全国の皆さんを歓
迎いたしました（笑い）。出品者、関係者の皆さんは
生涯忘れることは無いでしょう。特に暖かい地方の
沖縄と九州の皆様は本当にビックリされたでしょ
うが、来年の第15回全共は暖かい太陽の下での歓
迎を期待しております。
　近況報告として、事務所は昭和40年に建築され
現在までの53年間を酪農家と役職員のため老体に
ムチ打って頑張っていましたが、特に職員は「迎え
送られ」「笑い泣き」「怒り叱られ」を見守って頂い
た本当に思い出のある事務所でした。新事務所の
建設に伴い ２ 月 ３ 日に引越しを済ませ白石区のワ
ンフロアーの仮事務所で業務を再開しましたが、職
員のワンフロアーは初体験で「てんやわんや」で
す。組合員のために頑張りますので慣れるまでもう
少し長～い目で見てください。新事務所は来年 3 月
に完成予定ですが、皆様がいつお越しいただいて
も審査の時に頂いたような美味しいコーヒーと「牛
談議」の続きを事務所でお待ちしております。
� “牛と酪農家の応援団”

□□　人　　事　　発　　令　□□
発　　令　　事　　項 氏　　名 前　　　　職

【平成31年 １月31日付】
（退　職）
嘱託雇用期間満了により職を解く
� （在職期間：46年10か月）

松井　義雄 登録部証明課審査役


